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ある．練混ぜ直後のスランプフローは 45 cmから 67 
cm，空気量は 1.3 %から 3.0 %であった． 




緘を解き 7日間行った．試験条件は，温度 20 ℃，相

















(%) W C SF S G SP 
30 420 47 788 1066 4.68 
25 504 56 754 1019 7.28 
20 
41.7 140 
630 70 700 947 10.25 
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表－２ 圧縮強度 (N/mm2) 
7日間封緘温度履歴養生 W/B 
(%) 20 ℃ 50 ℃ 70 ℃ 90 ℃ 
28日間 
標準養生 
30 48.5 67.8 68.8 63.7 68.7 
25 72.0 74.8 85.8 86.2 86.3 
20 80.4 104.0 90.1 105.0 102.3 
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図－１ 温度履歴 
ていることがわかる．また，水結合材比が 25 %および 20 %の実験結果は予測値よりも小さくなっており，水




結果は 20 ℃で養生した結果の約 1/3 になっている．また，70 ℃以上の温度履歴を与えると収縮量がほぼ 0
に近くなり，90 ℃の温度履歴を与えた水結合材比が 20 %および 25 %の結果では若干膨張していることがわ
かる．これは高温の温度履歴を受けたことにより水和反応が促進され自己乾燥状態となっていたコンクリート
が，試験開始時に封緘状態を解いたことにより吸水したためであると考えられる． 
4. ま と め 
本研究で得られた結果をまとめると次のようになる． 
1) 50 ℃以上の温度履歴を与えると，材齢 7日圧縮強度は 28日間標準養生した場合とほぼ同程度になる． 
2) 20 ℃で封緘養生を行ったコンクリートの材齢 7 日からの乾燥収縮ひずみは，土木学会コンクリート標準
示方書式の予測値と同程度か若干小さくなる．また，水結合材比が大きいほど乾燥収縮ひずみは大きい． 




会第54回年次学術講演会講演概要集，第Ⅴ部, pp.153 ~ 153, 1999. 
2) 菅田紀之：高強度コンクリートの強度およびクリープ特性に及ぼす水和発熱の影響，土木学会北海道支部
論文報告集，第56号(A), pp.684 ~ 687, 2000. 
3) 土木学会：コンクリート標準示方書（平成８年版）設計編，土木学会, pp.26 ~ 29, 1996. 
















W/B = 30 % 
 25 % 
 20 % 
 
図－２ 20 ℃封緘養生による乾燥収縮ひずみ 



















図－３ W/Bが 20 %の場合の乾燥収縮ひずみ 




















図－４ W/Bが 25 %の場合の乾燥収縮ひずみ 



















図－５ W/Bが 30 %の場合の乾燥収縮ひずみ 
